
18 October 2006

6S H A N G H A I
JIJI News Bulletin

時事速報S H A N G H A I JIJI News Bulletin

Copyright© JIJI PRESS  All Rights Reserved.

http://jijiweb.jiji.com/shanghai.html時事通信社

（12）（12）　モバイルテレビの最新動向モバイルテレビの最新動向

　◇放送開始、五輪前に商用化
　２００６年９月に、北京市六環路内側の市中心部エリアで、中国初のモバイルマ
ルチメディア放送サービスがスタートした。現在のところ視聴は無料で、ユーザー
は携帯電話を利用して、中央電視台（ＣＣＴＶ）や北京電視台（ＢＴＶ）の１０チャ
ンネルの音声と、２チャネルの映像サービスを体験できる。このサービスはＤＡＢ（音
声）／ＤＭＢ（画像）という技術標準を利用している。現在利用可能な端末はまだ
少なく、聯想（レノボ）が先日販売したＤＡＢチップ内臓モバイルテレビ付携帯電話
ＥＴ－９８０（６０００元）などである。中国広電総局の話によると、０７年中にモ
バイルテレビのテストネットワークを完成させ、２００８年北京五輪前には商用化
する予定だ。
　これまでに、中国広電総局が発行したＤＡＢ／ＤＭＢ方式によるケータイテレビサービス実験のライ
センスは以下の通りで、３つだけだ。

実験主体 実験開始 カバー人口
北京 北京悦龍デジタル放送メディア技術 (有 ) 2006 年 1,200 万
上海 上海東方明珠集団公司 2005 年 1,500 万
広東 広東モバイルテレビメディア公司 1997 年 8,000 万

　先行されたＤＡＢ／ＤＭＢ方式に対抗し、他の標準方式の動きも注目される。
　０６年９月２７日、携帯最大手のノキアが浙江広電集団と同集団傘下の浙江広電光点移動電視共同で、
新型携帯電話端末「Ｎ９５」を利用したＤＶＢ－Ｈ方式によりモバイルテレビサービスを行うことを発表
した。ノキアのほか、モトローラやソニーエリクソンもＤＶＢ－Ｈ方式によるモバイルテレビ端末を推進
する方針だ。

　◇技術標準乱立し、合戦状態
　通信キャリアーも黙っていられない。０５年から実験を始めたチャイナモバイルと上海東方龍モバイ
ル情報有限公司は、共同でＧＰＲＳでのケータイテレビサービスの実験を行ったが、１年間足らず加入
者は５千人に達した。月課金２０元で１２チャネルを見られる。適用機は４５機種に及ぶ。チャイナユニコ
ムは０６年９月に既存のＣＤＭＡ１Ｘネットワークを利用したケータイテレビサービス「ＴＩＭＥ計画」開
始。ニーズに合わせて４種類のプランを用意し、２０機種が対応可能だ。
　技術標準の合戦は続くが、政府の本音はＳＴｉＭｉ中国国内標準を推進したいところだ。
しかし、中国は既に地上波、衛星、通信ネットワーク３つの転送手段で、海外と国内の技術標準が乱立し
て、戦っている状態と言えよう。

主な画像技術標準と特徴
分類 標準名 開発エリア メリット デメリット
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DVB-H 欧州諸国 テスト時期が長い、世界中に幅広
く支持される。

デジタルテレビ標準から開発され
たもの、技術欠点がある。

MediaFlo 米国 省エネ、高移動性、コンテンツ豊富 開発期間短。一社ライセンス独占
T-DMB 韓国 中国のDAB標準と共通性が高い コンテンツが少ない
ISDB-T 日本 他のデジタル放送方式にも適用 日本独特の色が強い
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StiMi 放送科学研究院 自主知的権利、広電からの支持得る 開発期間短。政策面不備ある。
T-MMB 中国放送大学 韓国DMB方式の改良、汎用性ある 政府の支持が弱い

DMB-TH 清華大学 中国地上デジタル方式からの進化 高速移動適用せず

衛星 S-DMB 韓国、日本 カ バ ー エ リ ア は 大 き い、
CHINASAT 参入 設備投資大

通信 GPRS/CDMA１X 米国、中国 ネットワーク構築投資少 大量な帯域を使われる、速度不足
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